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勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
等
に
よ
る
離
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
は
、
失
業
（
離
職
）
か

ら
一
定
の
期
間
、
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。（
軽
減
に
は
申
請
が
必
要
で
す
）

■
対
象
者
に
つ
い
て　

　

次
の
①
～
③
全
て
に
あ
て
は
ま
る
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。 

①
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
離
職
年
月
日

が
、
平
成
23
年
３
月
31
日
以
後
で
あ
る
こ
と 

②
離
職
日
に
お
い
て
、
65
歳
未
満
で
あ
る
こ
と 

③
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、「
離
職
理
由
コ
ー
ド
」
が
「
11
・
12
・

21
・
22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
」
の
い
ず
れ

か
で
あ
る
こ
と

■
適
用
さ
れ
る
期
間
に
つ
い
て

　

離
職
日
の
翌
日
か
ら
、
翌
年
度
末
ま
で
と

な
り
ま
す
。

※
再
就
職
し
て
国
民
健
康
保
険
以
外
に
加
入

す
る
場
合
は
、
そ
の
時
点
ま
で
と
な
り
ま
す
。

■
軽
減
の
算
定
方
法

　

対
象
者
の
前
年
所
得
の
う
ち
、
給
与
所
得

を
３
０
／
１
０
０
と
し
て
算
定
し
賦
課
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
を
軽
減
し

ま
す
。（
給
与
以
外
の
所
得
、
対
象
者
以
外
の

被
保
険
者
の
所
得
、
対
象
期
間
外
の
所
得
に

つ
い
て
は
、
１
０
０
／
１
０
０
と
し
て
算
定

し
ま
す
。）

■
申
請
に
必
要
な
も
の　

○
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

○
国
民
健
康
保
険
証

○
印
鑑

※
申
請
に
は
個
人
番
号（
12
桁
）の
記
載
は
不
要
で
す
。

■
申
請
場
所　

　

税
務
課
お
よ
び
各
総
合
支
所
・
出
張
所

■
問
い
合
わ
せ
　

　

税
務
課　

課
税
第
１
班

☎
０
８
２
０
（
７
４
）
１
０
０
８

非
自
発
的
失
業
者
の
方
は
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す

公平性を確保するために～

後期高齢者医療保険料の
滞納整理を強化しています

　後期高齢者医療制度はみんなで支え
る制度です。
　保険料の納付期限は、毎月末日、12
月のみ 25 日（土日祝日の場合は翌日以
降の最初の平日）となっています。
　特別の理由もなく保険料を納めない
でいると、通常より有効期限の短い保
険証（短期被保険者証）を交付するこ
とがあります。
　そのほか、延滞金が加算されたり、
不動産や預貯金などの財産を差し押さ
えることがあります。
　督促状や催告書などが届いたときは、
お早めにご相談ください。

◆問い合わせ
健康増進課 医療保険班
☎ 0820（73）5502

税務課 徴収対策班
☎ 0820（74）1031

後期高齢者医療保険の保険料について

　

六
月
八
日
に
久
賀
村
が
幕
府
直
轄
軍

に
砲
撃
さ
れ
た
状
況
（
コ
ラ
ム
⑦
）
は
、

十
日
、
山
口
の
長
州
藩
政
府
に
届
き
ま
し

た
。
そ
の
日
の
夜
、
藩
政
府
は
浩こ
う
ぶ
た
い

武
隊
と

第
二
奇
兵
隊
に
、「
こ
の
た
び
賊
兵
大
島

郡
襲
来
に
つ
き
、
応
援
の
た
め
彼か
の
ち地
急

速
出で
ぼ
り張
仰お
お

せ
つ
け
候
そ
う
ろ
う

事
」
と
、
大
島
へ

の
出
撃
命
令
を
出
し
ま
し
た
（「
四
境
戦

争
一
事
」『
山
口
県
史 

幕
末
維
新
４
』
所

収
）。
遠
崎
ま
で
進
軍
し
て
い
た
第
二
奇

兵
隊
は
、
十
四
日
に
大
島
に
向
け
て
出

陣
し
ま
す
。
ま
た
、
藩
政
府
は
丙へ
い
い
ん
ま
る

寅
丸

に
も
出
撃
命
令
を
出
し
、
高
杉
晋
作
に

乗
り
組
み
を
命
じ
ま
し
た
。
丙
寅
丸
は
、

同
年
に
長
崎
の
グ
ラ
バ
ー
商
会
か
ら
購

入
し
た
九
四
ト
ン
の
蒸
気
船
オ
テ
ン

ト
ー
号
で
、
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
砲
を

搭
載
し
て
い
ま
し
た
。
山
口
で
命
令
を

受
け
た
高
杉
は
、
丙
寅
丸
が
碇
泊
し
て

い
る
三
田
尻
に
向
か
っ
て
お
り
、
丙
寅

丸
の
大
島
出
撃
は
高
杉
の
独
断
と
す
る

説
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
藩
政
府
の
命
令

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
（
三
宅
紹
宣
『
幕
長
戦
争
』）。
ま
た
、

藩
政
府
は
上
関
代
官
に
対
し
て
、
丙
寅

丸
に
大
島
郡
の
地
理
や
航
路
に
詳
し
い

者
を
乗
船
さ
せ
る
こ
と
、「
船
印
の
儀
は

四
境
の
役
一
五
〇
周
年
連
載
コ
ラ
ム
⑨

　
　
　
　
　
　
　
　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校　

准
教
授　

田
口
由
香

外
国
の
旗
を
用
い
候
に
つ
き
敵
船
と
見

誤
り
こ
れ
無
き
よ
う
」（「
四
境
戦
争
一

事
」
同
）
と
、
外
国
の
旗
を
掲
げ
た
丙

寅
丸
を
敵
の
船
と
見
間
違
え
な
い
よ
う

に
と
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

長
州
藩
政
府
の
指
揮
の
も
と
、
大
島
奪

回
の
作
戦
が
と
ら
れ
た
の
で
す
。

◎
次
回
は
「
大
島
口
の
戦
い
―
大
島
奪
回
―
」

に
つ
い
て
で
す
。

▼
大
島
口
の
戦
い  

― 

大
島
出
撃
命
令 

―

▲遠崎から見た大島


